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ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ ( Cyl，ω formicar加) ， イ モ ゾ ウ

ム シ (Euscゆes ρostjasciatus) の生息場所 は寄主植物 の

分布域 に大 き く 依存す る た め ， サ ツ マ イ モ 画場 に お い て

圃場単位で植物体 を サ ン プ リ ン グ し て 被害 を 予測 し た

り ， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プや イ モ ト ラ ッ プ を 用 い て 圃場内

に お け る 発生経過や成虫の分散， 日 周行動 な ど を 解析 し

た研究 は 多 い (JANSSON and MCSORLEY ， 1990， ; SAKURATANI  

et al . ，  1994 : 安 田， 1998) 。 こ こ で は 圃場 の み な ら ず，

広域な根絶作戦 も 念頭 に お い た モ ニ タ リ ン グ法 に つ い て

紹介す る 。

I ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ

1 モ ニ タ リ ン グi去

( 1 )  合成性 フ ェ ロ モ ン の利用

本 種 の 雌 が 放 出 す る 性 フ ェ ロ モ ン は HEATII ， et  al. 

( 1986) に よ っ て 同定 さ れ， 合成 フ ェ ロ モ ン の 野外 に お

け る 強力 な誘引性 も 実証 さ れた (PROSIIOLD et al . ，  1986 : 

安 田 ら ， 1992 ) 。 近年 モ ニ タ リ ン グ技術 に フ ェ ロ モ ン を

利用 す る た め に 剤型， ト ラ ッ プの 開発や雄の生理生態的

特性， 環境要因 な ど の解明 が数多 く な さ れ， 実用化が さ

れて い る (本特集号参照) 。

フ ヱ ロ モ ン の剤型 : フ ェ ロ モ ン量 と 誘引性の関係 は，
ゴ ム セ プ タ ム (6 mm X 18 mm) に フ ェ ロ モ ン 1 mg 程

度 を 含浸 さ せ た 剤が適当 で， 濃度が高す ぎ て も 誘引虫が

定位 し な い (TALEKAR， 1988 : 安 田 ら ， 1992) 。 経済面 も

考慮 し て 普通 100 μg 含浸剤 が よ く 利 用 さ れ て い る 。 ま

た ， こ れ に 殺虫 剤 を 含浸 さ せ た 防 除 資 材 (瀬戸 口 ら ，

1991) も 誘引 源 と し て使用 さ れ る 場合があ る 。

ト ラ ッ プの形状 : 形状 は 2 タ イ プ に 大別で き ， 水銀の

上 に セ プタ ム を 吊 る し た 水盤型 (TALEKAR， 1988) と 成虫

が這い登 る た め の台座の上 に セ プ タ ム を格納 し た 雨 よ け

用天井付 き 捕虫装置 を と り つ げ た フ ァ ネ ル型 (PrWSIIOL口

巴t al . ，  1986) が あ る 。 後者 に つ い て は こ れ ま で種々 改良

が な さ れ て き た (瀬戸 口 ら ， 1991 : 安 田 ら ， 1992) 。 現
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在我が国 で は捕獲効率が高 く ， 取 り 扱い も 容易 で あ る こ

と か ら フ ァ ネ ル型の改良型 (安田 ら ， 1992) が ロ ー ト 型

ト ラ ッ プ と い う 名称で広 く 利 用 さ れ て い る (図ー1 ) 。 一

方， 種子島 に お け る 緊急防除事業 の な か で低 コ ス ト の割

に捕獲効率の よ い簡易粘着 ト ラ ッ プ (西岡， 未発表) が

開発 さ れた (図 1 ) 。 こ の ト ラ ッ プ は そ の 後 の 緊 急 防 除

事業 に お い て 頻繁 に 利 用 さ れ て い る (本特集号参照) 。

た だ し ， 不妊虫放飼法 に よ る 防除効果 の判定 に は不向 き

であ る 。 以上の ど の タ イ プの ト ラ ッ プ も ， 誘引 虫 が地表

面 か ら 1 m 以下 で 多 く 捕獲 さ れ る こ と か ら ， 地 表 に 直

接設置 さ れ る (安田 ら ， 1992 ; SUGIMOTO et al . ， 1994 b) 。

誘 引 性 : 10 月 に ト ラ ッ プか ら 種々 の 距 離 で放飼 し た

マ ー ク 雄 の 再捕 率 か ら 推 定 し た フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

( 100 μg) の 有 効 範 囲 は 約 55 m と 推 測 さ れ た が

(SUGIMOTO et al . ，  1994 b) ， こ の範囲 に は季節的変化がみ

ら れた (MIYATAKE et al . ，  1997) 。 ト ラ ッ プ設置密度 は l

個以下/ha で よ い と 考 え ら れ る 。 フ ェ ロ モ ン の誘引距離

は風向や気温の影響 を 受 け (JANSSON， et al . ，  1991 : 安 田

ら ， 1992) ， 寄主植物 の 存在 に よ っ て 誘 引 効率が低下 し

た り ， 雄の交尾経験の有無で フ ェ ロ モ ン に対す る 反応が

異 な る こ と も 報告 さ れて い る (JANSSON， et  al . ，  1991) 。 こ

の よ う な フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ の 誘 引 性 の 偏 り ( 中 村，

1996) に は留意が必要で あ る 。 捕獲数 は 日 没直 後 を ピ ー

ク に 夜間が多 い が (安 田 ら ， 1992) ， こ の 傾 向 は 処女雌

を 誘 引 源 と し た ト ラ ッ プ の 場 合 に も 当 て は ま る

(PROSHOLD， 1983) 。

( 2 ) イ モ ト ラ ッ プ

本 ト ラ ッ プは野外でサ ツ マ イ モ の 塊根部 を 地表 に 設置

し て 成虫 を誘致， 産卵 さ せ る 方法 で あ る 。 設置 イ モ は新

鮮な も の よ り 保蔵庫か ら 出 し て 1 週間程度外気 に さ ら し

た も の が よ く ， 表皮 の 一部 を 剥 い で 3 個 を セ ッ ト に し て

使用 す る (SUGIMOTO et al . ，  1994 a) 。 イ モ の 品種 に よ っ

て も い 集数 に 差 が見 ら れ 高 系 14 号' よ り ‘ コ ガ ネ セ ン

ガ ン ' の 方が適 し て い る 。 ト ラ ッ プへ の 成 虫 い 集 に は，

日 周性が認 め ら れ る の で注意が必要 で あ る (図ー2) 。 イ

モ ト ラ ッ プ に は 雌， 特 に 既 交 尾 雌 が 多 く い 集 す る

(SETOKUCII I et al . ，  1996) た め ， 雌の捕獲以外 に 産卵調査

用 と し て も 利用 さ れ る 。 こ の場合 に は 回収 し た イ モ ト ラ
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図 ー 1 ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ周 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ
ロ ー ト 型 ト ラ ッ プ(左， プ ラ ス チ ッ ク 製， 日 さ 20 cm， 底直径 28 cm) : A (誘
引 さ れた成工lVh立い登 る 円 錐台) ， ß (誘引 !llが滑 り 務 ち る ロ ー ト ， 上部直径 9
cm) ， C (捕獲川 フ ィ ル ム ケース ) ， 0 (屋恨， 中央下部 に フ ェ ロ モ ン 源 を セ ッ
ト ) ， 簡易粘治 ト ラ ッ プ (右， 木製， r�J さ 約 80 cm， 幅約 6 cm) ， E (フ ェ ロ モ
ン源， 池上約 40 cm) ， F (粘務総t 長 さ 1 5 cm， I隔 5 cm)

ッ プ を 250Cで 成虫羽化 まで 保管す る 。 イ モ ト ラ ップの

設置 に 際 し て は鼠や鳥の筈 を 防 ぐ た め に， イ モ を金網で

宿 っ た り 虫の 出 入 り 可能 な カ ゴ に 入れて地表に置 く 。 寄

主植物群落内 に設置す る と 捕獲効率が低下す る ので 裸地

部分に セ ッ ト す る の が有効で あ る (SU(;I�IOTO et al . ，  1994 

a ) 。

( 3  ) ス ウィ ー ピ ン グ， ビー テ イ ン グ

畑 な ど小地域 個体群の モ ニ タ リ ン グの た め に植物上の

成虫 を ネ ッ トで ス ウィ ー ピ ン グ (SUGIi>IOTO et al.， 1994 

a) し た り ， 払 い 落す (安田， 1998) 方 法 が あ る 。 こ れ

ら の調査 を行う 際 は羽化， 交尾， 摂食 な ど の成虫行動の

日 周性 を 念頭 に お い た 調 査 計画 を組む こ と が重要で あ る

(図-2) 。 例 え ば， ス ウィ ー ピ ン グで は夜間 に よ く 採集 さ

れ， 雄の比率が高 い傾向が認 め ら れ る (SUGIi>IOTO et al. ，  

1994 a ) 。

( 4 ) 寄主植物の分解ー

サ ツ マ イ モ 闘場 に お け る 幼虫の加害調査 の た め茎や塊

綴が分解 さ れ る 。 野生寄主植物 ( グ ンパ イ ヒ ル ガ オ ， ノ

ア サ ガ オ な ど) の分解調査で は， 寄生の 多 い地際部か ら

1 m 程度 の 茎 を 1 標本単位 と し て 分解調査 し た り ， 分解

し な いで そ の ま ま 保管 し て 羽化成虫の有無や個体数 を調

べ る 。

2 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 個体数推定

サ ツマ イ モ 闘場 と いう 小地域 に お け る 成虫個体群の密

度推定 は jAN SSON and MCSOLEY ( 1 990) ， SUWIOTO， et al 

( 1 994 a) ， 安田 ( 1 998) に よ り 試み ら れた 。 広 い 地域 の

密 度 推 定 は 鹿児 島 県 喜 界 島 (約 5 ， 500 ha) に お い て B

月 に 標識再 捕獲 法 を 用 い た 例 が あ る (SU川101'0， 巴t al. ，  

30 
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図 - 2 リ ツ マ イ モ 闘場 に お け る イ モ ト ラ ッ プ に よ る ア リ
モ ド キ ゾ ウ ム シ雌I成虫、 と ス ウ ィ ーピ ン グ に よ る 雌

(実線) ， 縦 (l放線) 成 虫 の l時刻別捕獲虫 数 (1 989
11::'， ず古美大島 町 SUGI:'IOTO et al . ，  1 994) 

1994 c) 。 そ れ に よ る と ， 喜界島 を 高密 度 地帯 ( サ ツ マ

イ モ 栽培 地 帯 : 1700 ha) と 低 密 度 地 帯 ( 同 非 栽 培 地

帯 : 3 ， 800 ha) に 層 別 し ， そ れ ぞ れ の 地帯 か ら 2 地域

(各 1 2�33 ha) を抽出 し ， 1 地域 当 た り 約 2 ， 200 頭のマ

ー ク 雄 を 夕 方 に 放飼 し， 翌朝 フ ェ ロ モ ン ト ラ ップ ( 5， 8 

個) で再 摘 し た。 調査 は 2 回行い， ま ず 2 地帯 の各平均

単位面積当 た り 個体数 を推定 し ， 両地帯 の面積 を 考慮 し

て全島の生息雌成虫数 を 400 万頭弱 と 推定 し た 。

H イ モ ゾ ウ ム シ

1 モ ニ タ リ ン グ法

イ モ ゾ ウ ム シ に は性 フ ェ ロ モ ン が発見 さ れて い な い の
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D 

図 - 3 イ モ ゾ ウ ムシ成虫捕獲用足n設型 ピ ッ ト ホ ーノレ ト ラ ッ プ(右図 は IJfJ い た状態)
地 中 に 埋 め た 鉢(A ) の内側 に ザ ツ 7 イ モ 減収 と 緩衝材 の発泡 ス チ ロ ーノレ チ ッ プ を 入 れ た 容器(B ) を セ
ッ ト 1 る . 誘引 さ れた成虫は ト ラ ッ プの 総(C ) を 登 り ， 容器I(B ) 上部の金網 を 通 り 抜 け 内部 で捕獲 さ
れ る . A 鉢 (プラ ス チ ッ ク 製 ， 上部直後 1 5 cm， 高 さ 1 4 cm) ， B : 内谷線 (透明 ス チ ロ ーノレ樹脂製，
上 部 はII牙鼠防止用金網 : 上ffll直後 1 2 . 5 cm， 谷公 1 /， C 縁 (プ ラ ス チ ッ タ 製 ; 幅 5 cm ) ， D : 屋叙

(プラ ス チ ッ ク 製 ; 上部直径 1 7 CIll， (，":j さ '1 m ) .

で， 当面 は寄主楠物 を 用 い た ト ラ ッ プ に頼 ら ざ る を得な

し 当 。

( 1 )  イ モ ト ラ ッ プ

誘引 源 と し て ザ ツ マ イ モ 塊根 を 用 い た 埋設型 ピ ッ ト ホ

ー ル ト ラ ッ プ (安田， 1996) と 地上 設 置 型 網 ト ラ ッ プ

(小浜， 未発表) が利用 さ れて い る (匡卜3) 。 埋設型 ト ラ

ッ プ (安田， 1 998) を サ ツ マ イ モ 圃場 に 設置 し た;場合そ

の誘引 力 は， サ ツ マ イ モ の現存量の影響 を 受 け る の で，

サ ツ マ イ モ の生育に つ れ， ト ラ ッ プの誘引 力 は相対的 に

低下 し た 。 ト ラ ッ プの 設置場所 と し て は裸地か植 え 付 け

後 30 日 以 内 の急激 な個体新ニ密度 の 上昇が見 ら れ な い サ

ツ マ イ モ 圃場が適 当 で あ る 。 一方， ト ラ ッ プか ら の距離

と 放飼 15 日 後の捕獲虫率 の 関 係 は， 放飼点 か ら の距離

1 m に お け る 雌維 の 捕 獲率 は そ れ ぞ れ 80%， 60% で あ

っ た が， 2 5  m で は再摘 さ れ な か っ た 。 こ の ト ラ ッ プ は

有効範囲が狭 い た め 大規模な密度調査 に は適 さ な い。 回

収 し た サ ツ マ イ モ を 成虫羽化 ま で保管 し て 産卵調査 に利

用 す る 方法 も あ る 。 い 集虫調査 に ト ラ ッ プ を 用 い る 場

合， ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ と 同様 (前記) 成虫行動の 日 周

性 に 注意が必要であ る 。

( 2 ) 寄主植物分解お よ びサ ツ マ イ モ の 被害様相調査

ノ ア サ ガ オ の場合， 一定面積か ら 太 さ 5 mm 以上， ] 

m 長 を l 標本単位 と し て 採 集 し ， 茎 を 切 開 し て 食痕 や

生存虫の有無 を 調査 す る 。 サ ツ マ イ モ の被害様相 の観察

に は地際部 (地上 1 5 cm ま で) の 茎 に つ い て 被害 や 羽

化 し た 成 虫 の 脱 出 孔 を 調 べ る 。 成 虫 の 脱 出 孔 は 直 径

2�3 mm で， サ ツ マ イ モ ノ メ イ ガ の 脱 出 孔 (直 径 5

mm) や幼虫寄生性天 敵 の コ マ ユ パ チ の脱 出 孔 ( l mm 

以下) と 区別 で き る 。 サ ツ マ イ モ 栽培 に よ る 調査 は被害

茎 率 が 20% を 越 え る 植 え 付 け 後 90 日 ご ろ が適 期 で あ

る 。 植物内 の 幼虫 は ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ に似 る が識別 は

可能で、あ る (小浜， 未発表) 。 サ ツ マ イ モ植 え 付 け の 際，
ペーノ マー ポ ッ ト な どで育苗 し て ま と め て植 え 付 け ， 分解

調査時 に は ポ ッ ト を残 し た ま ま 茎 の み を抜 き 取 り 調査す

る 方法 も あ る 。
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